
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１1月２８日（金）の午後、令和７年度全スポ競技種目普及事業として、本校体育館でパラスポーツ体験会

を行いました。鳥取県米子市から「CHAX パラアスリートチーム」の選手をお迎えし、ボッチャ競技日本代表

強化育成選手の高尾望巳選手・後藤瑞希選手、東京パラリンピック陸上競技 T33 100m５位の安野祐平

選手、こん棒投げ F32 日本記録保持者の井上流生選手、陸上スラロームや車いすラグビーで活躍されてい

る角佳樹選手など、第一線で競技を続けておられる方々に来ていただきました。 

はじめに、選手の皆さんから競技の概要や用具の工夫についてお話をしていただきました。その後、体育

館フロアにボッチャ、陸上スラローム・直線ダッシュ、ビーンバッグ投げ・室内用砲丸投げ等の体験ブースを設

け、グループごとに体験しました。選手や教職員の支援を受けながら、それぞれの状態にあった方法で参加

できるようにしました。 

今回の体験会を通して、子どもたちはパラスポーツに親しみ、障がいがあってもスポーツに参加できる工夫

や環境づくりについて学ぶ機会となりました。今後、地域の方々とも連携しながら、子どもたちが多様なスポー

ツに触れられる場を大切にしていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんにちは松江清心
                     島根県立松江清心養護学校 

                     令和７年１２月１２日 第７号 

 

今月は、「パラスポーツ体験会」と「第４回生馬地区ボッチャ交流会」についてお伝えします。

ホームページでは、松江清心養護学校の行事や授業の様子等が分かる写真を掲載しています

ので、ぜひご覧ください。 

 

 パラスポーツ体験会 

ｆ 

第 4 回生馬地区ボッチャ交流会 

１１月２３日（日）に実行委員会とボランティアの皆様の運営

でボッチャ交流会がありました。４回目となった今年も、松江高

専体育館を会場に生馬公民館から馬っくん１号・2号の 2チ－

ムが参加するなど、年齢、性別、障がいの有無等問わず 12 チ

－ムがボッチャを通して交流を深めました。当日は、気温が低く

寒かったですが、熱戦が繰り広げられ、終わるころにはポカポ

カになりました。今年も、NPO こだまさんによるカフェコ－ナー

もあり、心もぽかぽか…。ボッチャの対戦や合間の休憩時間を

通して、参加者同士のかかわりが多く見られました。今年は、

清心高等部生徒チームが悲願の優勝を勝ち取りました。年々

盛り上がりを見せるこの交流会。今から、来年の交流会が楽し

みです！ 

 

 

 

 

 


